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ステップ４
（２０２１年４月）

１ 運営組織結成

２ 朝日町型部活動
コミュニティクラブ
発足

朝日町型部活動コミュニティクラブロードマップ

ステップ１
（２０２０年７月）

１ 地域と連携した部活動の
在り方検討委員会開催

２ 「朝日町型部活動コミュニ
ティクラブ」設立の承認

３ 朝日町体育協会所属団体
説明会

連携・協力の在り方依頼
（概要説明及び今後の日程
等について）

ステップ２
（２０２０年１０月下旬）

１ 体育協会傘下の各競技
団体等の連携・協力体
制の方向性の確認
（現況の進捗状況）

２ 各競技団体等における
連携・協力の方向性及
び課題の取りまとめの
検討依頼

３ 新組織運営等に関する
予算要求書作成

ステップ３
（２０２０年１１月中旬
～２０２１年３月下旬）

１ 各競技団体等における連携・
協力の方向性と課題の取り
まとめ

２ 朝日町型コミュニティクラブ運
営組織の構築及び事業委託

３ コミュニティクラブに係る朝日中
学校との調整及び活動条件等
の制定

４ 地域指導者・部活動顧問教諭
との連絡調整

５ 地域と連携した部活動への移
行に係る朝日中学校生徒及び
保護者説明会

６ 第２回地域と連携した部活動の
在り方検討委員会開催

２



ステップ３ ２０２０年11月中旬～２０２１年３月下旬

各競技団体等におけ
る連携・協力の方向性
と課題の取りまとめ

１ 進捗状況の確認
２ 連携・協力の方向
性及び課題の取り
まとめ
（一覧表の作成）

朝日町型コミュニ
ティスポーツクラブ運
営組織の構築及び
事業委託

１ 運営組織構造図
作成

２ 業務・役割等一
覧表作成

３ 委託内容の検討

朝日中学校との連携・
協力内容の調整と合意
及び活動条件の検討

１ 連携・協力の確認、
共通理解

２ 競技団体と学校側と
の調整

３ 指導員の選考及び
指導に関する協定
の作成（朝日町部活
動ガイドライン遵守）

４ 活動におけるクラブ
及び協会と学校との
取り決め、約束（条
件）の協議

朝日中学校教職員及び
生徒、保護者の啓発、
承認及び同意

１ 朝日中学校教職員
への説明と共通理
解

２ 朝日中学校生徒へ
の説明会

３ 保護者説明会
４ 中学校説明会にお
ける部活動方針の
説明
（次年度就学生徒）

５ 2021年4月クラブ発
足に向けた準備

２０２１年４月朝日町型部活動コミュニティクラブ発足

３



運営主体：朝日町型部活動コミュニティクラブ
活動場所：朝日中学校、隣接する町体育施設（体育館、武道館、屋内・屋外グラウンド、テニス場など）
活動頻度：週１～３回（平日１～２回、休日１回）
参加部活動：バスケットボール、柔道、剣道、卓球、陸上、バレーボール、ソフトテニス、吹奏楽
指 導 者 ：地域指導者
参 加 者 ：約130名
参 加 費 ：0円
クラブ活動運営費：謝金、保険代、旅費、消耗品費等

朝日町型部活動コミュニティクラブ 概要

• 令和３年４月から、学校部活動の一部を地域クラブ活動へ移
行。

• 週に平日１～２回（２時間程度）、休日１回（３時間程度）の実施。
• 上記以外の日は従来通り学校部活動として実施。

• 地域クラブ活動の指導者は原則「部活動指導員」「スポーツエ
キスパート」「競技協会員」であり、従来より学校部活動指導に
関わっていた方々。

４



スポーツ少年団

これまで （～Ｒ２年度）

・顧問教諭

＋
部活動指導員
スポーツエキスパート
または外部指導講師

これから（Ｒ３年度～）

朝日町型部活動コミュニティクラブ

コミュニティクラブ
（統括 朝日町体育協会）

・顧問教諭

朝日中学校学校部活動のイメージ

ひすいSC連携

学 校 部 活 動

学 校 部 活 動

文化・芸術関係者

競技協会

※スポーツエキスパートは、富山県が
地域の優れた指導者を運動部活動の
充実と活性化を図るために派遣してい
る外部指導者で、部活動指導員とは異
なり、実技指導のみ携わることができる指
導者である。

連携 朝日町教育委員会

連
携

富山県教育委員会

+

部活動指導員

スポーツエキス
パートまたは外
部指導講師

５

朝日中学校部活動イメージ



活動場所：朝日中学校、隣接する町体育施設

６
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参加部活動・参加者状況

・中学校部活動・地域クラブ活動実施状況

部活動数 種目

運動部 9
バスケットボール、バレーボール、柔道、
剣道、卓球、バドミントン、
テニス、陸上、野球

文化部 2 吹奏楽、美術・情報

計 11

中学校数 1校
生徒数 210名
参加者数 148名

令和３年４月１日現在
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地域クラブ指導者

【運動部】

• 部活動指導員・・・ ５名

学校長の監督下で顧問の代わりに単独で

指導・引率ができる

・スポーツエキスパート・・・ ４名
教員以外で相応の実技指導力を有し、運動部活

動顧問と連携を取りながらスポーツの専門的な

技術指導ができる人

【文化部】

・外部指導者・・・ ２名

（打楽器、管楽器専門指導者）



９



朝日町型部活動コミュニティクラブR３年度 年間スケジュール

月 日 予定 備考

４ １５ 第１回実行委員会 スケジュール、運営方法等

２７ 地域クラブ指導者、学校部活動顧問、
町教委との全体調整会議

活動計画打ち合わせ、意見交換等

朝日中学校部活動スタート

５ ２８ コミュニティクラブスタート

２８ コミュニティクラブの公開 柔道部

３１ コミュニティクラブの公開 バスケットボール部

７ １４～２１ 第１回アンケート調査

２８ 地域クラブ指導者、学校部活動顧問、
町教委との全体調整会議

アンケート結果、体育館使用に係る検討事項等

９ １８ 地域部活動（文化部）推進事業
第１回実践研究に関する懇談会

1
2

２ 群馬県地域スポーツ推進団体連絡会
議委員 視察

卓球部

２ 18～24 第２回アンケート調査

３ 17 地域クラブ指導者、学校部活動顧問、
町教委との全体調整会議

結果報告と運営・成果の検証、次年度計画等

※学校部活動顧問との連絡調整打ち合わせ（地域クラブごと月１回）

1０



朝日町型部活動コミュニティクラブ 活動状況（Ｒ3.5月～Ｒ4.1月）

クラブ 平日 休日 合計

卓球 34（110） 16（39） 50（149）

柔道 33（115） 16（41） 49（151）

陸上 32（122） 24（38） 56（160）

バスケ 22（128） 24（45） 46（173）

剣道 31（124） 23（47） 54（171）

テニス 28（125） 26（53） 54（178）

バレー 31（122） 9（14） 40（136）

吹奏楽 7（124） 24（43） 31（167）

単位：日(部活動日数)

11

部活動のうち

クラブ活動の割合 29.4％

・平日：22.4％

・休日：50.6％



評価

①教員の負担軽減

（残業時間数の減少、アンケート結果より）
Q:「朝日町型部活動コミュニティクラブ」取り組みにより、

時間外勤務が減りましたか。

②専門的な指導の充実

（生徒は指導の充実を感じている…アンケート結果より）
Q：「朝日町型部活動コミュニティクラブ」の活動が体力・技術の

向上につながっていると感じますか。

１２

39%

38%

8%

15%
①減った

②やや減った

③あまり減って

いない

④減っていない

53%

34%

8%
5%

①とても感じる

②やや感じる

③あまり感じ

ない

④感じない



③関係者の肯定的理解

（生徒、顧問、指導者、保護者ともに地域移行につい

て肯定的に捉えている…アンケート結果より）

１３

Q：学校部活動の一部（平日１日、休日１日）を地

域クラブへ移行する取り組みについてどのように
感じますか。

41%

37%

13%
9% ①良い

②やや良い

③あまり良くな

い

④良くない

47
%

53
%

0% 0%

①良い

②やや良い

③あまり良くな

い

④良くない

39%

44%

5%

6% 6% ①良い

②やや良い

③あまり良くな

い

④良くない

⑤その他

58
%

36
%

6%
0% ①良い

②やや良い

③あまり良く

ない

④良くない

生徒 顧問 指導者 保護者



１ 学校部活動地域移行体制は、すでに構築されている。

朝日町では、教師の負担軽減と生徒にとって望ましい指導の実

現を図るため、令和３・４年度、国の「地域部活動推進事業」活

用し、学校部活動の地域移行を積極的に進めている。

２ 教員の負担軽減に寄与している。

（７７％の教員が時間外が「減った」・「やや減った」と回答）

３ 運動部活動に加え、文化活動（吹奏楽部）も地域移行している。

４ 休日（1日）に加え、平日（２日間）の学校部活動運動部活動に加

え、文化部活動（吹奏楽部）も地域移行している。

朝日中学校の部活動の地域移行に係る
朝日町型部活動コミュニティクラブの特色

１４

令和4年２月ア
ンケート

県内で朝日町だけが国の委託

→スポーツ庁 「運動部活動の地域移行に関する検討会議提言」より

○まずは休日の部活動の地域移行、次のステップとして平日もできるところから取り組むこと
が考えられる。



成 果
成 果

１５

・地域人材の活用により、専門性の高い指導が受けられるようになり、生

徒の活動意欲が高まると共に技術及び競技力の向上等が図られたこと。

・小学校でのスポーツ少年団等から中学校の部活動へと計画的・継続的

な一貫した指導が受けられるようになったこと。

・「学校部活動」の指導者（部活動指導員・スポーツエキスパート等）が、

「地域クラブ活動」の指導を行っているため、指導の一貫性が担保されて

いること。

・教員がこれまで「学校部活動」指導にあてていた放課後の時間を教材

研究や採点、生徒指導や進路指導等さまざまな業務にあてられるように

なったこと。

→教員の在校時間が削減され、身体的・精神的な負担が減少したこと。



・指導者の確保や育成

指導服務(部活動ガイドライン）の遵守、研修の実施方法

・指導方針や情報の共有の在り方

Ｔeamsでの運用。ＰＣがないと確認できない。

効率的な情報の共有手法の検討が必要

・生徒の安全管理の徹底

生徒の安全管理についての緊急対応等の徹底が必要

・費用負担のあり方

次年度以降の事業補助等、受益者負担金での運用の検討

課 題
１６



朝日町型部活動コミュニティクラブ事業 今後の展開
１７
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